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的帰来の理論的根拠としている｡ 申請者によると月表面層の融けた時代は三度あり, それは, 月の創成
時,短い寿命の放射性元素による加熱,長い寿命の放射性元素による加熱としている｡そうしてこれが,
地形の解読から推定される地殻変動期の繰返しとよく一致することを述べている｡
以上のべた本筋に関連して月表面各地域の地形が詳しく解析されている｡例えば,いわゆる北極大陸は
その地形的特徴よりみて陸地としてはまだ最も初期の発達段階にあることを指摘している｡
この研究は火山説の立場から月地殻の地形の形態学的解析を試み,それを根拠として月の地 史を観 測
的,形態学的方面から組立てた独創的なものである｡
よって,本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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